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機能性消化管障害への診療的アプローチ 

 

慶應義塾大学医学部医学教育統轄センタ－教授 

鈴木秀和  

 

機能性消化管障害(FGIDs)は、肉眼あるいは内視鏡的に観察可能な器質的疾患がないにもか

かわらず、慢性持続性に消化管由来症状を呈する症候群であり、近年では、Rome 委員会

において、その疾患概念と診断基準、治療体系などが議論され、2016 年 5 月は、新規の改

訂版として、Rome IV が発刊した。この FGIDs のうちで、胃・十二指腸障害である機能性

ディスペプシア（FD）と腸障害である過敏性腸症候群(IBS)は、代表的な機能性疾患といえ

る。FD は、辛いと感じる、食後の胃もたれ、早期飽満感、心窩部痛、心窩部灼熱感の症状

のうちの一つ以上を慢性的に呈するもので、後の胃もたれや早期飽満感を呈する食後愁訴

症候群(PDS)と心窩部痛や心窩部灼熱感を呈する心窩部痛症候群(EPS)の2つの症候群に亜

分類される。FD の原因には、胃の運動機能異常・内臓知覚過敏・心理社会的因子などが想

定されているが、最近では、十二指腸における軽度の炎症、好酸球や肥満細胞の浸潤が重

要であるといわれている。一方、IBS は、過去 3 ヶ月間、平均して少なくとも週に 1 日、

腹痛が繰り返し起こり、１．排便に関係する、２．排便頻度の変化と関連する、３．便形

状（外観）の変化と関連するの 2 項目以上がある場合に診断される。これまでの Rome III
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では、腹痛だけでなく、腹部不快感も含まれていたなど、Rome IV ではより厳しい基準に

なったわけで、このために患者人口の縮小が考えられる。Rome IV では、新たな治療オプ

ションについても加筆されたが、その中には、薬物療法だけでなく、食事療法、代替補完

療法、行動療法なども含まれている。 
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